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本セッションの内容と対象者

● オンデマンドセッションの方のES|QLの紹介のおさらい＋続編
としてPandasとES|QLの使い方のお話

対象者

● Elastic Kibanaを使ってデータ分析、ログ分析をしている人

● Elastic Kibanaの最新のデータ分析機能について知りたい人

● Elastic のAIアシスタントでのクエリー生成について知りたい人



ES|QL = Elasticsearch Query Language

v8.11にTech Previewで登場
v8.14にGAリリース

License: Basic
セルフインストール版/Elastic Cloud版共に利用可能



FROM apache-logs

| WHERE url.original == ‘/login’

| EVAL time_buckets = auto_bucket (@timestamp, 

50,”2023-09-11T21:54:05.000Z”,”2023-09-

12T00:40:35.000Z”)

| STATS login_attempts = count(user.name) by

time_buckets, user.name

| SORT login_attempts desc

強力、コンポーネント化、拡張可能、高速

ES|QL のクエリーの例

上記の検索の内容：Apacheのアクセスログを分析し、アクセスURLが”/login”の
ログに関して、特定の期間の中でのユーザー名別でのログインカウントを集計し
、ログインの多いユーザーとその時間帯を表示する （簡単に言うと、ログイン
アクセスが集中した時間とユーザー名を特定したい）



まずシンプルに
データを閲覧し

たい

テーブル形式の
フォーマットで

表示



SQL同様の
記述子

新しいコマンド
を追加して結果
を絞り込み



sum, avg, min, 
maxの他、多数の
関数をサポート



ES|QLのUX 

データ探索、変換
、視覚化をすべて
1 つに統合

結果（チャート）

ES|QL
↓

結果（表）



Observability

ES|QLはどのタイプのデータに対して
利用可能！

● ログ

● メトリック

● トレース
ES|QL

アラートルールとしても利用可能です



Security

複雑な検知ルールをES|QLで定義し、
不審な動きをログから見つけ出す



Search

Elasticsearchに保存されているビジネス
データの分析をもっと手軽に。

ElasticsearchのAPIでもES|QLで検索。



ElasticのAIアシスタントで
のES|QL活用パターン



AI Assistant

会話からES|QLを
作成。そしてその
場で実行。

Kubernetesのメモリの平
均値の表示をAIに指示

ES|QLをAIが回答



AI Assistant

ES|QLの書き方を質問
してみましょう

(一般のLLMにはまだ存在
しないES|QLの知識を回
答できます)

ES|QLで、ユニークカウントの
計算の仕方は？

ES|QL例をAIが回答



更なるデータ分析と自動化へ！

PandasとES|QLを一緒に使う



PandasとESQLを一緒に使う方法



複数のES|QLクエリーの結
果を組み合わせたいとき

Jupyter Notebook等を使
い、バッチで複数のクエリ
ーを流したい

プログラムで動的にES|QL
クエリーを作りたい

どんな時にPandas
と一緒に使いたい
か



複数のES|QLクエリーの結果を組み合わせたいとき

こんなとき

- 同じIndex内のES|QLクエリー結果同士の比較や計算
例：現在と1時間前のメトリックデータのそれぞれのCPU利用率の差分を表示

- 最初のIndex AからのES|QLクエリー結果を、Index Bに対するクエリ
ーの条件とする
例：アクセスログからユーザーAのログイン時刻を取得し、その後の5分間のアプリケー
ションログを表示



Jupyter NotebookからES|QLを使いたい

こんなとき

- Python/Jupyter Notebookが得意な高度分析にElasticsearchのデー
タを使いたい

- 定型のクエリー集を一気に流したい

- トラブルシューティング用のプレイブックとして使う

- クエリー結果をファイルに残したい



プログラムで動的にES|QLクエリーを作りたい

こんなとき

- 最初のES|QLクエリー結果や、その他データから得られたリストに対して、
ループ処理でES|QLを一気に実行したい

例： ITの変更業務の変更履歴のログを元に、システム別の月間の統計ととも
に、履歴データをレポートとしてまとめたい



負荷のかけすぎに注意！

バッチで多くのクエリーを短期間で実行する場合、本番のElasticのデプ
ロイメントとは別のデプロイメントを使うことを検討しましょう。

Elastic Cloudの場合は簡単！

1. 新しいElasticのデプロイメントを作成
2. データが入っている本番デプロイメントのスナップショット（オブジェクト
ストレージ）から分析対象のIndexデータを新しいデプロイメントにリストア
する

~ テスト実績 ~ 
1 index:   2,708,746 docs (182 MB) … 数秒でリストア完了
1 index: 81,463,624 docs (24.4 GB) … 9分でリストア完了

3. 分析が終わったらデプロイメントを削除



ご清聴ありがとうございました


